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モ デ レ ー
シ ョ ン あ
り）
「言語 A：文学」の中で、「パート４：自
由選択」は、教師が自分自身の興味や関
心を反映した作品をコースの教材に含め
たり、生徒の特定のニーズに応えたりす
る機会を提供することを意図している。
特定の国や地域に特有の状況により、作
品の選択が決まる場合もある。そのよう
な状況の下では、コースで学習する他の
作品とのバランスをとるために、特定の
ジャンルないし年代、または特定の国の
作品が選ばれ、学習されることもある。
地域または国の教育課程の要件を満たす
よう作品を選択することも考えられる。
・学習する作品についての知
識と理解を身につける。
・学習する作品について、独
自の考えを提示する。
・口述プレゼンテーションを
通じて表現力を身につける。
・聴衆の関心を集め、興味を
引く方法を身につける。
パート４
「自由選択」
（Options）
─　　─２０
【表二】学習者によるエッセイと試験官によるコメント
試験官によるコメント学習者によるエッセイ
①「独特」という語は必
要か？
②名詞は「文法形式」で
言い表すのが適切か？こ
こでこの生徒はもっと簡
潔に言うことができよう。
また、詩の文への直接的
言及に至るまでに段落の
３分の２を要してしまっ
ている。
③このフレーズは避ける
こと；「それによって読
者は…」が一般的。この
言い方は、私たちが単語
を新鮮で驚くような方法
で捉えずに、特定の意図
を追って詩を読んでいる
ことを示唆する。
④あまりいい言い方では
ない。「イメージ」を正
確に説明すると何か？　
分析を深める余地あり。
⑤良い話題の提示。この
段落での主題を明白に表
していて、文章分析の根
拠の確実な論点である。
⑥引用が上手く使えてい
る。
⑦この生徒は、分析の観
点から重要なものを抜き
出している。覚えておく
べき、大切な方法だ。
⑧ここは要注意。個人の
憶測に過ぎないため、論
の危うさがある。
　この詩「急行列車」は詩人スティーヴン・スペンダーに
よって書かれた。彼は、蒸気機関車と、それが市街から田舎
へと走り抜ける様子から、詳細かつ神秘的なシーンを作り上
げた。スペンダーの作調は、ある種その列車を称賛して、大
いなる賛美を示すものと特徴づけられるだろう。
　①スペンダー独特の列車への称賛は、その文法形式と、比
喩的表現と、感覚に訴えるイメージと、詩そのものの全体的
な構造によって構築され、読者にはっきりと示される。興味
深いものをひとつ挙げると、詩の列車という主題が、実は詩
そのものの文章の中には直接明記されていないことがある。
「列車」という語は、一度も書かれていないのだ。しかし、読
者は、詩人が②特定の文法形式、この場合蒸気機関車と見な
すことが大方できるような名詞の使用によって、詩の主題が
列車であるとはっきり分かる。詩のタイトルである「急行列
車」は、詩が列車に関するものと分かる第一の手がかりであ
る；しかし「駅」、「彼女の笛」、「彼女の車輪」、「走り抜けて」
という語を見たとき、明確に主題が列車であると分かる。こ
れらの具体的な単語は、③通例は列車に重ねあわされるもの
である。そのため読者は容易に列車が主題であると理解し、
詩の中で詩人が描いた④心的イメージを、構築し始める。
　⑤読者にすぐさま示されるスペンダー特有のテクニックの
もう一つは、列車の擬人化であり、彼が列車を一人の女性と
してはっきり描いていることだ。その列車は「彼女」という
主語で示され、現実には人工的な機械である列車は、人間の
ようなふるまいをする。⑥その列車は「女王のように滑らか
に」、「会釈するでもなく」、「歌いだす」のであり、「炎を突き
抜けていく彗星」のように進み、最終的には「音楽に包まれ
て」いく。
　これらの表現方法と語の選択は、どちらも、⑦詩の作調に
非常に大きな影響をもたらしている。列車に男性ではなく女
性のアイデンティティを与えることで、スペンダーは慣例に
ない珍しい試みを行ったのだ。⑧通例、列車が象徴するのは
産業の発展や、権力や富の拡大、一般的に男性─女性ではな
く─中心的な社会の要素である。ゆえに、列車が女性として
描かれることで、読者は今までと異なる観点から列車を捉え
ることができるのである。この詩において、もはや列車は権
力や強欲さの象徴ではなく、優美さや美しさ、癒しの象徴で
ある。⑨列車を心ある魅力的な女性になぞらえることで、読
者はこのスペンダー独自の列車の姿を理解しやすくなる。；
実のところこの場合、読者から見た列車は無機質な機械では
ないのだ。よって、列車に対する異なったイメージと対比さ
せてこの詩での列車の優美さと美しさを際立たせることで、
スペンダーによる列車に対する称賛と賛美は非常に明確に表
─　　─２１
⑨良い指摘だが、この生
徒はそれが示されている
具体的な個所を記す必要
がある。このアイデアを
裏付ける要素が沢山あ
る─としても、日常で
「周知のこと」でない事
柄を当てにすべきではな
い。
⑩良いもう一つの話題提
示である。
⑪もう一度言うが、「通
例」といった表現は適切
でない。ほぼ確実に、
「炎を突き抜けていく」
という表現は、彗星以外
にはあまり用いられない
描写である。
⑫もう少し詳しく説明が
必要。
⑬良い指摘である。
⑭この結論は、これまで
既に言ってきたことを言
い換えているだけ。理想
をいえば、段落とエッセ
イに展開と前進の動きが
ほしい。
⑮もう一つ良い指摘がな
されていて、明確でわか
りやすい。
⑯ここには、詩の言葉と
形式に対して素晴らしい
感性が表れている。
れる。
　物質的なシーンだけでなく、詩の中でスペンダーが彼独自
の列車の描写を構築するために用いているもう一つのテク
ニックは、感覚に訴えるような、⑩鮮明なイメージを用いて
いることだ。スペンダーは詩の中に、柔らかく、美しいイ
メージを豊富に組み込んでいる。詩には直喩や矛盾語法や対
比といった比喩的表現が用いられている。列車が「女王のよ
うに滑らかに」、「炎を突き抜けていく彗星」という部分は、
直喩の２例であり、スペンダーが列車の完全なる美しさと神
秘を描こうと試みていることの有力な例である。ここで挙げ
た２つのセンテンスにおけるスペンダーの語の選択は、大い
に対照的である；女王は、⑪たいてい炎を突き抜けていく彗
星と描写されることはない。彼の対照的な描写は、非常に複
雑であるが誇張的な列車のイメージを生み出す。擬人的な
「ジャズのように激しく」という言葉は列車の歌う様子を表現
するものであり、⑫スペンダーがこの詩の中で行う描写が複
雑性を高めるもう一つのセンテンスだと言える。そのため、
読者は詩人が創り出そうとしているイメージを描きにくくな
る。しかし、「軽やかに」「空を飛ぶように」、「輝かしい」、
「明り」といった列車の描写は、極めて明快だ。⑬これらの語
はポジティブで心地よいイメージを列車に与える。よって、
つまるところ、スペンダーは簡潔な語選択と鮮明なイメージ
を組み込ませることで、列車の光り輝くような美しさと優美
さを描き出すことができている。⑭彼が電車を称え、賛美し
ていることはとても明白である。
（中略）
　ディスカッションで焦点を当てるべきこの詩の最後の特徴
は、詩の進行に従って、表現に速さと力強さが増していくこ
とだ。⑮この詩は、実際の列車の動きをほぼそのまま反映さ
せている；それは駅でゆっくりと動き始め、進むにつれて次
第にペースを速め、音も力強さを増す。詩では、これと同様
に、比喩表現と文法的形式の強まりが起こる。詩の冒頭では、
列車はゆっくりと「停車場を出て行」き。そして列車は
「徐々にスピードを増して」「不思議にも」進行していく。列
車は「かん高い汽笛の音」を上げはじめ、詩の終盤に至るま
でに「彼女は」「世界の頂上を越えて」行く。スペンダーは
「ああ」と感嘆の声を上げ、詩の最後では列車の「歌」には何
も「かなわない」と述べる。スペンダーのこの書き方の選択
は、この詩が自由韻律で書かれていて通常の韻律が存在しな
いために読者が通例でき得る予測をなくしているということ
に加えて⑯こうした力強さをはっきりと創り出している。そ
してこれによって詩に楽しさが生まれ、読者は詩を楽しまざ
るをえないのである。
（『S&P』pp. ３０–３１：下線と番号は稿者による）
